
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

手はいろいろなものを触るので、手を介して細菌やウイルスなどが移

動する危険があります。細菌やウイルスは目に見えないため、どこにいる

かわかりません。洗っていない手で食べ物を触ると、細菌やウイルスが食

べ物に付着する可能性があります。 

手を洗うことは、自分の体を病気から守るとても大切な予防方法の一

つです。石けんを使ってしっかりと洗い、病気の原因となる細菌やウイル

スを体の中に入れないようにしましょう。 

 

 

 

１月は「睦月」といいます。親戚や知人が互いに行き交って

「仲睦まじく」することから名付けられたといわれます。１年の

初めの月でもあるため、１年を健康に過ごすための願いが込

められたさまざまな行事が行われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お餅に具をあしらったお正月の祝いの膳の汁物です。地方や家庭により
具はさまざまです。仕立て方も、だしとしょうゆのすまし汁、みそを使った
みそ汁などいろいろです。餅にも丸餅を使うか、切り餅を使うか、また一
度焼いてから入れるのか、そのまま入れてしまうのかといった違いもあり
ます。みんなで調べてみてもおもしろいですね。 

お
雑
煮 

もともとは五節句などの「節」の日に食べるごちそうのことを言いました
が、今では正月のおせち料理だけを指すようになりました。祝い肴、酢の物、

焼き物、煮しめと料理ごとに重箱に詰めます。日持ちする料理が多いのは、

正月に火を使う煮炊きを避けたからといわれます。それぞれの料理には、１

年を健康に、そして幸せに暮らすための願いが込められています。  

せり・なずな・ごぎょう・はこべら・ほとけのざ・すずな（かぶ）・
すずしろ（だいこん）の「春の七草」を刻んでいれたおかゆを食べ
て１年の無病息災を祈ります。百人一首の「君がため 春の野に出
て 若菜摘む 我が衣手に 雪は降りつつ」（光孝天皇）はこの七草
摘みを詠んだ句といわれています。 

七
草
が
ゆ 

お正月に神様にお供えした餅を下げ、木づちや手で割りほぐしま
す。刃物は使いません。「割る」や「切る」では縁起が悪いので、「開
く」という言葉を使います。餅はおしるこやお雑煮にします。また
鏡餅を食べることを「歯固め」ともいいます。歯が丈夫で長生きで
きますようにという願いが込められています。 

鏡
開
き 

こんな時も手を洗いましょう 
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